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１．調 査 の 概 要
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（１）調査の目的 

   義務教育の機会均等とその水準の維持向上の観点から，全国的な児童生徒の学力や

学習状況を把握・分析し，教育施策の成果と課題を検証し，その改善を図るとともに，

学校における児童生徒への教育指導の充実や学習状況の改善等に役立てる。さらに，

そのような取組を通じて，教育に関する継続的な検証改善サイクルを確立する。 

 

（２）調査の対象とする児童生徒 

 【小学校調査】 

小学校第 6学年，義務教育学校前期課程第 6学年，特別支援学校小学部第 6学年 

【中学校調査】 

中学校第 3学年，義務教育学校後期課程第 3学年， 

中等教育学校前期課程第 3学年，特別支援学校中学部第 3学年 
 

（３）調査事項及び手法 

① 児童生徒に対する調査 

ア  教科に関する調査〔国語，算数・数学，理科〕 

国語，算数・数学はそれぞれ「主として『知識』に関する問題」（A）※1と「主

として『活用』に関する問題」（B）※2を出題。 

理科は「主として『知識』に関する問題」と「主として『活用』に関する問題」

を一体的に出題。 

※1：身に付けておかなければ後の学年等の学習内容に影響を及ぼす内容や，実生活において不 

可欠であり常に活用できるようになっていることが望ましい知識・技能など 

※2：知識・技能等を実生活の様々な場面に活用する力や，様々な課題解決のための構想を立て 

実践し評価・改善する力など 

イ  質問紙調査 

学習意欲，学習方法，学習環境，生活の諸側面等に関する質問紙調査を実施。 

 

② 学校に対する質問紙調査 

学校における指導方法に関する取組や学校における人的・物的な教育条件の整備

の状況等に関する質問紙調査を実施。 

  

（４）調査の方式 

   悉皆調査 

 

（５）調査日時  

平成 30 年 4 月 17 日（火） 

   

【小学校調査】             

1 時限目 2 時限目 3 時限目 4 時限目  

国語Ａ，算数Ａ 
（各 20 分） 

国語Ｂ 
（40 分） 

算数Ｂ 
（40 分） 

理科 
（40 分） 

児童質問紙 
（20～40 分程度） 

 

【中学校調査】             
1 時限目 2 時限目 3 時限目 4 時限目 5 時限目  

国語Ａ 
（45 分） 

国語Ｂ 
（45 分） 

数学Ａ 
（45 分） 

数学Ｂ 
（45 分） 

理科 
（45 分） 

生徒質問紙 
（20～45 分程度） 
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（６）集計児童生徒・学校数

① 集計基準

児童生徒に対する調査について，平成 30 年 4 月 17 日に実施された教科に関する

調査及び質問紙調査の結果を集計。学校に対する質問紙調査については，在籍する

児童生徒が調査を実施した学校の結果を集計。 

② 集計児童生徒数

（小学校第 6 学年，義務教育学校前期課程第 6 学年，特別支援学校小学部第 6 学年） 

調査対象児童数※1 4月17日に調査を実施した

児童数※2

【参考】 

4月17日～5月1日に調査を

実施した児童数 

公立 1,058,472人 1,030,031人 1,036,823人 

国立 6,509人 6,399人 6,426人 

私立 12,949人 6,990人 7,036人 

合計 1,077,930人 1,043,420人 1,050,285人 

（中学校第 3学年，義務教育学校後期課程第 3 学年， 
中等教育学校前期課程第 3 学年，特別支援学校中学部第 3学年） 

調査対象生徒数※1 4月17日に調査を実施した

生徒数※2

【参考】 

4月17日～5月1日に調査を

実施した生徒数 

公立 1,018,983人 967,196人 969,962人 

国立 10,731人 9,988人 10,444人 

私立 80,271人 30,906人 31,479人 

合計 1,109,985人 1,008,090人 1,011,885人 

※1 調査対象児童生徒数について，公立・国立は，調査実施前に学校から申告された児童生徒

数，私立は，平成 29 年度学校基本調査による。調査当日までの転入出等により増減の可能

性がある。 

※2 調査を実施した児童生徒数は，回収した解答用紙が最も多かった教科の解答用紙の枚数で

算出。 

-3-

本文_CS6.indd   3 2018/08/01   20:09



③ 集計学校数 

（小学校，義務教育学校前期課程，特別支援学校小学部） 

 

調査対象者の

在籍する学校

数 

4月17日に調査を

実施した学校数 

（実施率％） 

【参考】 

4月18日～5月1日

に調査を実施し

た学校数 

【参考】 

4月17日～5月1日に

調査を実施した学校

数（実施率％） 

公立 19,433校 
19,386校 

（99.8％） 
35校 

19,421校 

（99.9％） 

国立 75校 
75校 

（100.0％） 
0校 

75校 

（100.0％） 

私立 225校 
122校 

（54.2％） 
1校 

123校 

（54.7％） 

合計 19,733校 
19,583校 

（99.2％） 
36校 

19,619校 

（99.4％） 

 

 

（中学校，義務教育学校後期課程，中等教育学校前期課程，特別支援学校中学部） 

 

調査対象者の

在籍する学校

数 

4月17日に調査を

実施した学校数 

（実施率％） 

【参考】 

4月18日～5月1日

に調査を実施し

た学校数 

【参考】 

4月17日～5月1日に

調査を実施した学校

数（実施率％） 

公立 9,630校 
9,597校 

（99.7％） 
18校 

9,615校 

（99.8％） 

国立 80校 
77校 

（96.3％） 
3校 

80校 

（100.0％） 

私立 763校 
366校 

（48.0％） 
4校 

370校 

（48.5％） 

合計 10,473校 
10,040校 

（95.9％） 
25校 

10,065校 

（96.1％） 
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（７）調査結果の解釈等に関する留意事項

本調査は，幅広く児童生徒の学力や学習状況等を把握することなどを目的として実

施しているが，実施教科が国語，算数・数学，理科の 3 教科のみであることや，必ず

しも学習指導要領全体を網羅するものではないことなどから，本調査の結果について

は，児童生徒が身に付けるべき学力の特定の一部分であること，学校における教育活

動の一側面に過ぎないことに留意することが必要である。 

本調査の結果においては，国語Ａ，国語Ｂ，算数・数学Ａ，算数・数学Ｂ，理科ごと

の平均正答数，平均正答率等の数値を示しているが，平均正答数，平均正答率のみな

らず，中央値，標準偏差等の数値や分布の状況を表すグラフの形状など他の情報と合

わせて総合的に結果を分析，評価することが必要である。また，個々の設問や領域等

に着目して学習指導上の課題を把握・分析し，児童生徒一人一人の学習改善や学習意

欲の向上につなげることも重要である。 

＜用語説明＞

語 句 説    明 

平均正答数 児童生徒の正答数の平均。

平均正答率 平均正答数を百分率で表示。

○国語Ａ，国語Ｂ，算数・数学Ａ，算数・数学Ｂ，理科ごとの平均正

答率は，それぞれの平均正答数を設問数で割った値の百分率（概

数）。

○学習指導要領の領域，評価の観点，問題形式，設問ごとの平均正答

率は，それぞれの正答児童生徒数を全体の児童生徒数で割った値の

百分率。

中央値 集団のデータを大きさの順に並べた時に真ん中に位置する値。

平均値とともに集団における代表値として捉えられる。 

最頻値 集団のデータにおいて，最も多く現れる値。

標準偏差 集団のデータの平均値からの離れ具合（散らばりの度合い）を表す数

値。標準偏差が 0とは，ばらつきがない（データの値が全て同じ）こ

とを意味する。

相関係数 二つの変数間の関係の程度を一つの数値で表す指標。相関係数は－1

から 1 までの範囲の値をとり，1 に近いほど正の相関，－1 に近いほ

ど負の相関が強いことを表す。

解答類型 各設問についての正答，予想される誤答などの解答状況を分類し整理

したもの。 
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２．教科に関する調査の結果（概要）
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（１）調査問題の趣旨・内容，課題等，指導改善のポイント 

○調査問題の趣旨・内容 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 ○課題等 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◇･･･比較的できている点 ◆･･･課題のある点    (  )内の記号は，A･･･国語Ａ，B･･･国語Ｂ  

〔 〕内の記号は，問題番号  

国語Ａ 基礎的・基本的な知識・技能が身に付いているかどうかをみる問題 

（例）■ 相手や目的に応じ，自分が伝えたいことについて，事例などを挙げながら筋道を立て 

て話す。 

■ 自分の想像したことを物語に表現するために，文章全体の構成の効果を考える。 

■ 登場人物の心情について，情景描写を基に捉える。 

■ 文の中における主語と述語との関係などに注意して，文を正しく書く。 

■ 相手や場面に応じて適切に敬語を使う。 

国語Ｂ 基礎的・基本的な知識・技能を活用することができるかどうかをみる問題 

（例）■ 話し手の意図を捉えながら聞き，自分の意見と比べるなどして考えをまとめる。 

■ 目的や意図に応じ，内容の中心を明確にして，詳しく書く。 

■ 目的に応じて，文章の内容を的確に押さえ，自分の考えを明確にしながら読む。 

 
 
相手や目的に応じ，事例などを挙げながら筋道を立てて話すことや，慣用句の意味を理解し，使う 

ことについてはできている。〔Ａ１，Ａ６〕 

主語と述語との関係などに注意して，文を正しく書くことに課題がある。〔Ａ５〕 

話し手の意図を捉えながら聞き，自分の考えをまとめることに課題がある。〔Ｂ１三〕 

複数の資料の内容を関係付けて理解したり，表現したりすることに課題がある。〔Ｂ２二，Ｂ３一〕 

 

 

◇(A) 相手や目的に応じ，自分が伝えたいことについて，事例などを挙げながら筋道を立てて話すこ

とはできている。〔Ａ１〕 

◆(B) 話し手の意図を捉えながら聞き，自分の意見と比べるなどして考えをまとめることに課題があ

る。〔Ｂ１三〕 

 

 

◆(B) 目的や意図に応じ，内容の中心を明確にして，詳しく書くことに課題がある。〔Ｂ２二〕 

 
 
◆(B) 目的に応じて，複数の本や文章などを選んで読むことに課題がある。〔Ｂ３一〕 

◆(B) 目的に応じて，文章の内容を的確に押さえ，自分の考えを明確にしながら読むことに課題があ 

る。〔Ｂ３二〕                                      

 

 

◇(A) 日常生活で使われている慣用句の意味を理解し，使うことはできている。〔Ａ６〕 

◆(A) 文の中における主語と述語との関係などに注意して，文を正しく書くことに課題がある。〔Ａ５〕 

◆(A) 相手や場面に応じて適切に敬語を使うことに課題がある。〔Ａ７〕 

◆(A) 今回出題した漢字について，文の中で正しく使うことに課題があるものがある。〔Ａ８エ，オ〕 

主な特徴 

話すこと・聞くこと 

書くこと 

読むこと 

伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項 
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○指導改善のポイント

○ 相手の意図を捉えながら聞き，自分の意見と比べるなどして考えをまとめる指導の充実

・ 相手の意図を捉えながら聞くためには，自分に伝えたいことは何か，共に考えたいことは何かなど，

話の内容を十分に聞き取ることが大切である。また，相手と自分の意見を比べて考えを述べるために

は，どこが共通するのか，どのような点が違うのかなどを，具体的に明示しながらまとめて話すこと

ができるように指導することが大切である。特に，公開討論の形式などのような話合いの場合には，

話し手は話題について十分に調べ，自分の考えを形成しているのに対し，聞き手の準備が不十分であ

ることが見受けられる場合もある。学習の場面では，話し手と聞き手が共に自分の考えをもって話合

いに臨むことができるような指導が重要となる。

○ 構成の効果を考えて，物語を創作する指導の充実

・ 物語を創作する際には，読者が展開に期待をもって読むことができる構成を考えて書くことが大切

である。効果的な構成を工夫するためには，これまでに読んできた物語を構成という観点で読み返し，

それぞれの特徴とその効果を整理するなど，読むことの学習との関連を図ることが有効である。構成

を工夫することのよさや大切さを自覚し，自身の作品に生かしていくことができるように指導するこ

とが大切である。

○ 目的や意図に応じ，複数の資料から適切な内容を取り上げて，詳しく書く指導の充実

・ 自分の考えたことや伝えたいことが相手に十分に伝わるように書くためには，複数の資料から情報

を得て，詳しく書くことが必要となる場合がある。その際，得られた情報の中から目的や意図に応じ

て適切な内容を選択したり，関係付けて捉えたりすることが大切になる。また，情報の何をどのよう

に取り上げて，詳しく書けば効果的であるかを整理して書くことができるように指導することが大切

である。

○ 目的に応じて，複数の本や文章などを選んで読む指導の充実

・ 目的に応じて，複数の本や文章を読み重ねたり，読み比べたりするなど，効果的な読み方を選択し

て活用することは重要である。伝記には様々なものがあり，同じ人物の伝記であっても，複数の本を

選んで読むことで，取り上げられた人物の生き方や人生などをより深く知ることができるということ

について指導することが大切である。また，人物の生き方や考え方，その偉業を意味付けるという点

から，同じ本の中でも，事実の記述や説明の表現が一つではなく複数用いられていることが多い。そ

れらを結び付けながら読む指導も大切である。

 

○ 文の中における主語と述語との関係などに注意して，文を正しく書く指導の充実

・ 主語と述語は，文の骨格をなすものであり，明確な文を書く上で最も基礎となるものである。主語

と述語との照応関係が大切であることについて，文章を読んだり表現したりするときに強く意識でき

るように指導する必要がある。具体的には，児童が自ら主語と述語が照応していないことに気付き，

正しく書く必要性を実感できるよう，他者に向けて話したり，目的や相手を明確にした実用的な文章

を書いたりする学習での指導が考えられる。

○ 相手や場面に応じて適切に敬語を使う指導の充実

・ 高学年は，敬語の役割や必要性を自覚してくる時期であるため，相手や場面に応じて適切な敬語を

使うことに慣れるようにすることが重要である。日常生活の具体的な場面と関連させ，いつ，どのよ

うなときに，誰に対してどのような敬語を使うことが適切であるかを考えるなど，児童が自覚的に敬

語を使用することができるような指導が大切である。

書くこと 

読むこと 

話すこと・聞くこと 

伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項 
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（２）集計結果（正答等の状況） 
【国語Ａ】 

児童数 平均正答数 平均正答率 中央値 標準偏差 最頻値 

1,043,413 人 8.5 問/12 問 70.9％ 9.0 問 2.7 10 問 

 

正答数分布グラフ（横軸:正答数，縦軸:児童の割合）        正答数累積グラフ（横軸:正答数，縦軸:累積割合） 

  

 

分類・区分別集計結果                     正答率別問題数（横軸：正答率，縦軸：問題数） 

分類 区分 
対象問題数 

（問） 

平均正答率 

（％） 

学習指導

要領の 

領域等 

話すこと・聞くこと  1 90.9 

書くこと  1 73.9 

読むこと  2 74.1 

伝統的な言語文化と国語の
特質に関する事項  8 67.2 

評価の 

観点 

国語への関心・意欲・態度  0  

話す・聞く能力  1 90.9 

書く能力  1 73.9 

読む能力  2 74.1 

言語についての知識・理解・技能  8 67.2 

問題形式 

選択式 11 74.1 

短答式  1 35.8 

記述式  0  
 

 

0%

5%

10%

15%

20%

25%

30%

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

0問

2問

4問

6問

8問

10問

12問

14問

0%～ 10%～20%～30%～40%～50%～60%～70%～80%～90%～
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問題別集計結果 

 

 

話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と

書
く
こ
と

読
む
こ
と

伝
統
的
な
言
語
文
化
と
国
語
の
特
質
に
関
す
る
事
項

国
語
へ
の
関
心
・
意
欲
・
態
度

話
す
・
聞
く
能
力

書
く
能
力

読
む
能
力

言
語
に
つ
い
て
の
知
識
・
理
解
・
技
能

選
択
式

短
答
式

記
述
式

１
3・4
イ ○ ○ 90.9 0.1

２
5・6
イ ○ ○ 73.9 0.3

３
3・4
イ ○ ○ 74.1 0.2

４
5・6
エ ○ ○ 74.1 0.3

５
3・4
(1)イ
(キ)

○ ○ 35.8 3.8

６
3・4
(1)ア
(イ)

○ ○ 90.5 1.4

７
5・6
(1)イ
(ク)

○ ○ 56.3 2.6

８ア
5・6
(1)ウ
(ア)

○ ○ 73.6 5.1

８イ
5・6
(1)ウ
(ア)

○ ○ 82.3 6.2

８ウ
5・6
(1)ウ
(ア)

○ ○ 82.3 6.5

８エ
5・6
(1)ウ
(ア)

○ ○ 65.1 7.3

８オ
5・6
(1)ウ
(ア)

○ ○ 51.7 7.7

【オムレツを作ったあとの感想】を踏まえ，
【オムレツのページ】をどのように読めばよい
か，適切なものを選択する

図書館への行き方の説明として適切なものを選
択する

物語を書くときの構成の工夫の説明として適切
なものを選択する

登場人物の心情について，情景描
写を基に捉える

相手や目的に応じ，自分が伝えた
いことについて，事例などを挙げ
ながら筋道を立てて話す

自分の想像したことを物語に表現
するために，文章全体の構成の効
果を考える

目的に応じて必要な情報を捉える

『くらやみの物語』を読んで心に残ったことを
一文を取り上げて説明する際に，その一文が心
に残った理由として適切なものを選択する

評価の観点 問題形式

文の中で漢字を使う（せっ極的）

学習指導要領の領域等

問題番号 問題の概要 出題の趣旨

【春休みの出来事の一部】の中で，　　部と
　　　部とのつながりが合っていない文を選択
し，正しく書き直す

慣用句の意味と使い方として適切なものを選択
する（心を打たれる）

【話を聞いている様子の一部】の　　ア　　,
　　イ　　に入る内容の組み合わせとして適切
なものを選択する

文の中で漢字を使う（せい造）

文の中で漢字を使う（せつ備）

文の中で漢字を使う（しょう毒）

文の中で漢字を使う（かん理）

学年別漢字配当表に示されている
漢字を文の中で正しく使う

　
正
答
率

(

％

)

　
無
解
答
率

(

％

)

文の中における主語と述語との関
係などに注意して，文を正しく書
く

日常生活で使われている慣用句の
意味を理解し，使う

相手や場面に応じて適切に敬語を
使う
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【国語Ｂ】 

児童数 平均正答数 平均正答率 中央値 標準偏差 最頻値 

1,043,185 人  4.4 問/8 問 54.8％ 5.0 問 1.9 5 問 

 

正答数分布グラフ（横軸:正答数，縦軸:児童の割合）         正答数累積グラフ（横軸:正答数，縦軸:累積割合） 

  

 

分類・区分別集計結果                      正答率別問題数（横軸：正答率，縦軸：問題数） 

分類 区分 
対象問題数 

（問） 

平均正答率 

（％） 

学習指導

要領の 

領域等 

話すこと・聞くこと 3 64.7 

書くこと 5 45.7 

読むこと 2 51.0 

伝統的な言語文化と国語の

特質に関する事項 0  

評価の 

観点 

国語への関心・意欲・態度 3 33.3 

話す・聞く能力 3 64.7 

書く能力 5 45.7 

読む能力 2 51.0 

言語についての知識・理解・技能 0  

問題形式 

選択式 5 67.7 

短答式 0     

記述式 3 33.3 
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問題別集計結果 

話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と

書
く
こ
と

読
む
こ
と

伝
統
的
な
言
語
文
化
と
国
語
の
特
質
に
関
す
る
事
項

国
語
へ
の
関
心
・
意
欲
・
態
度

話
す
・
聞
く
能
力

書
く
能
力

読
む
能
力

言
語
に
つ
い
て
の
知
識
・
理
解
・
技
能

選
択
式

短
答
式

記
述
式

１一
5・6
オ ○ ○ 82.6 0.4

１二
5・6
オ ○ ○ 77.7 0.5

１三
5・6
エ

5・6
ウ ○ ○ ○ ○ 33.9 6.2

２一
5・6
イ ○ ○ 57.8 1.7

２二
5・6
ウ ○ ○ ○ 13.5 2.6

２三
5・6
ウ ○ ○ 70.9 3.4

３一
5・6
イ ○ ○ 49.6 3.2

３二
5・6
ウ

5・6
ウ ○ ○ ○ ○ 52.5 11.8

正
答
率

(

％

)
無
解
答
率

(

％

)

話し手の意図を捉えながら聞き，
自分の意見と比べるなどして考え
をまとめる

出題の趣旨

学習指導要領の領域等

目的や意図に応じて，文章全体の
構成の効果を考える

問題形式評価の観点

これから言葉をどのように使っていきたいかに
ついて，北川さん，小池さんのいずれかの意見
を取り上げ，　　　　 を書く

「かみかみあえ」についての【おすすめする文
章】の最初の部分に　　　 　のように書いた
理由として適切なものを選択する

【話し合いの様子の一部】における木村さんの
発言の意図として，適切なものを選択する

計画的に話し合うために，司会の
役割について捉える

【伝記「湯川秀樹」の一部】を読んで，
【ノートの一部】Ｃ 最も心がひかれた一文と
その理由の文章の に入る内容を書く

推薦するためには，他のものと比
較して書くことで，よさが伝わる
ことを捉える

目的に応じて，複数の本や文章な
どを選んで読む

目的に応じて，文章の内容を的確
に押さえ，自分の考えを明確にし
ながら読む

【おすすめする文章】の　　　　 に，むし歯
を防ぐ効果について，【保健室の先生の話から
分かったこと】を取り入れて詳しく書く

【紹介する文章】を基にして【おすすめする文
章】を書くときの工夫として適切なものを選択
する

山下さんは，どのようなことが知りたくて【自
伝「旅人」の一部】を読んだのか，その説明と
して適切なものを選択する

目的や意図に応じ，内容の中心を
明確にして，詳しく書く

【話し合いの様子の一部】における司会の発言
の役割として，適切なものを選択する

話合いの参加者として，質問の意
図を捉える

問題番号 問題の概要
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○ 小学校において，国語Ａと国語Ｂの正答数に，相関（相関係数 0.615）が見られる。 

○ 「国語Ａは平均以上」かつ「国語Ｂは平均未満」の児童の割合は 17.1％，「国語Ａは

平均未満」かつ「国語Ｂは平均以上」の児童の割合は 10.3％となっている。 

※0.1％以上のデータを表示

※グラフの点線は，全国（国公私立）の平均正答数を表す。

0

1

2

3

4

5

6

7

8

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

（
問
）

正
答
数
（
国
語
Ｂ
）

正答数（国語Ａ） （問）

■国語Ａと国語Ｂの相関等 
 

 

 

 

 

国語Ａの正答数，国語Ｂの正答数，正答児童数の相関をバブルチャートに表したもの。 

※ バブルチャート：2軸の座標軸の上に，大きさが 3軸目の指標を示す円状の図（バブル）を配置した図表。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）知識に関する調査と活用に関する調査の相関等 

正答数（国語Ａ）×正答数（国語Ｂ） 

332,473
0.615

40.6 17.1 10.3 32.0

107,109
1,038,376 8.5 4.4

421,360 177,434

児童数
全国（国公私立）
国語Ａ平均正答数

全国（国公私立）
国語Ｂ平均正答数

児童の正答数分布状況（上段：児童数　下段：児童数の割合(％)）

相関係数国語Ａ・国語Ｂ
ともに平均以上

国語Ａは平均以上
国語Ｂは平均未満

国語Ａは平均未満
国語Ｂは平均以上

国語Ａ・国語Ｂ
ともに平均未満
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（６）教育委員会の状況

［国語Ａ］   ［国語Ｂ］ 

正答率分布グラフ（横軸：平均正答率，縦軸：教育委員会の割合）   正答率分布グラフ（横軸：平均正答率，縦軸：教育委員会の割合）

（７）学校の状況

［国語Ａ］   ［国語Ｂ］ 

正答率分布グラフ（横軸：平均正答率，縦軸：学校の割合）  正答率分布グラフ（横軸：平均正答率，縦軸：学校の割合）

8.3 / 12

教育委員会数
教育委員会の

標準偏差

1,785

教育委員会の
平均正答数

69.6

教育委員会の
中央値
(％)

70.1

教育委員会の
平均正答率

(％)

6.4 4.3 / 8 8.67.354.35587,1

教育委員会数
教育委員会の
平均正答数

教育委員会の
平均正答率

(％)

教育委員会の
中央値
(％)

教育委員会の
標準偏差

8.5 / 12

学校数
学校の

標準偏差

19,583

学校の
平均正答数

70.5

学校の
中央値
(％)

70.8

学校の
平均正答率

(％)

8.2 4.4 / 8 6.85.455.45085,91

学校数
学校の

平均正答数

学校の
平均正答率

(％)

学校の
中央値
(％)

学校の
標準偏差

○ 各教育委員会の状況については，全国平均からの離れ具合を表す平均正答率の標準偏差を

見ると，29 年度同様，全体としてはそれほど大きなばらつきは見られない。

○ 各学校の状況については，全国平均からの離れ具合を表す平均正答率の標準偏差を見ると， 

29 年度同様，全体としてはそれほど大きなばらつきは見られない。
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（８）国・公・私立学校の状況 

 

［国語Ａ］                  ［国語Ｂ］ 

＜公立＞ 正答数分布グラフ（横軸：正答数，縦軸：児童の割合）   ＜公立＞ 正答数分布グラフ（横軸：正答数，縦軸：児童の割合） 

     

＜国立＞ 正答数分布グラフ（横軸：正答数，縦軸：児童の割合）   ＜国立＞ 正答数分布グラフ（横軸：正答数，縦軸：児童の割合） 

     

＜私立＞ 正答数分布グラフ（横軸：正答数，縦軸：児童の割合）   ＜私立＞ 正答数分布グラフ（横軸：正答数，縦軸：児童の割合）          

   

○ 国立・私立学校は一般的に入学者選抜を行っていることに留意する必要があるが，平均正答 

数について見ると，29 年度同様，国立・私立学校は，公立学校を上回っている。 

8.5 /12

差偏準標数童児

1,030,025

平均正答数

70.7

中央値

9.0

平均正答率
(％)

2.7 4.4 /8

児童数 平均正答数
平均正答率

(％)
中央値 標準偏差

9.10.57.45997,920,1

10.1 /12

差偏準標数童児

6,399

平均正答数

84.4

中央値

11.0

平均正答率
(％)

1.9 5.5 /8

児童数 平均正答数
平均正答率

(％)
中央値 標準偏差

6.10.61.96793,6

9.8 /12

差偏準標数童児

6,989

平均正答数

82.0

中央値

10.0

平均正答率
(％)

2.2 5.1 /8

児童数 平均正答数
平均正答率

(％)
中央値 標準偏差

7.10.58.36989,6
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３．教科に関する調査の各問題の分析結果と課題
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（１）「３．教科に関する調査の各問題の分析結果と課題」の見方

調査問題について，出題の趣旨，学習指導要領における領域・内容，解答類型と反応率，分
析結果と課題，学習指導に当たって等を記述しています。

解答類型は，児童生徒一人一人の具体的な解答状況を把握することができるよう，設定す
る条件などに即して解答を分類，整理するためのものです。正誤だけではなく，児童生徒一
人一人の誤答の状況（どこでつまずいているのか）等に着目した学習指導の改善・充実を図
る際に活用することができます。

＜正答について＞
「◎」… 解答として求める条件を全て満たしている正答
「○」… 問題の趣旨に即し必要な条件を満たしている正答
※ 反応率は小数第二位を四捨五入したものであるため，「◎」と「○」の反応率の合計
と正答率が一致しない場合や合計が100％にならない場合があります。

問題ごとに，以下の内容について記述しています。
・ 正答率，課題の有無
・ 特徴的な誤答について，反応率，解答例，課題の詳細
・ これまでの調査で見られた課題との関連 など

解答類型と反応率

分析結果と課題

問題画像

調査問題を縮小して掲載しています。

出題の趣旨

調査問題ごとに出題の趣旨を示してい

ます。

趣旨

解答類型ごとの反応率，正答の条件を

示しています。（詳細は下欄参照）

問題ごとの趣旨を示しています。

■学習指導要領における領域・内容

調査対象学年及び他の学年の児童生

徒への学習指導の改善・充実を図る際

に参考となるよう，関係する学習指導

要領における領域・内容を示していま

す。

１．解答類型と反応率
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調査問題に関係する領域・内容について，各学年での日々の学習指導の改善・充実を図る
際に御活用ください。また，本書のほか，授業の改善・充実を図る際の参考となるよう，授
業のアイディアの一例を示すものとして「授業アイディア例」（本年８月下旬公表予定）を
作成しますので，本書及び「解説資料」（本年４月公表）と併せて御活用ください。

なお，関連する過去の調査の報告書や授業アイディア例など，これまで作成した資料の該
当ページを記載していますので，これらの資料も併せて御活用ください。

本書では，以下の資料については略称を用いています。

資 料 略 称

「全国学力・学習状況調査の４年間の調査結果から今後の取組が期待される内容のまとめ
「４年間のまとめ【○学校編】」

～児童生徒への学習指導の改善・充実に向けて～【○学校編】」

「平成○年度 全国学力・学習状況調査 解説資料 ○学校 ○○」 「平成○年度【○学校】解説資料」

「平成○年度 全国学力・学習状況調査 報告書 ○学校 ○○」 「平成○年度【○学校】報告書」

「平成○年度 全国学力・学習状況調査【○学校】の結果を踏まえた授業アイディア例」 「平成○年度【○学校】授業アイディア例」

「言語活動の充実に関する指導事例集～思考力，判断力，表現力等の育成に向けて～【○学校版】」 「言語活動事例集【○学校版】」

※図はイメージです。

学習指導に当たって

２．分析結果と課題

※出典等

著作物について，出典及び著作権者

等を示しています。

正答率，課題の有無，誤答の分析，

これまでの調査で見られた課題との関

連等を記述しています。

（詳細は前ページの下欄参照）

調査結果を受け，学習指導の改善・

充実を図る際のポイントを問題ごとに

記述しています。（詳細は下欄参照）

３．学習指導に当たって
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３．教科に関する調査の各問題の分析結果と課題

（２）小学校 国語Ａ
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本文_CS6.indd   23 2018/08/01   20:10



国語Ａ１ 図書館への行き方を説明する

出題の趣旨

相手や目的に応じ，自分が伝えたいことについて，事例などを挙げながら筋道を立てて

話すことができるかどうかをみる。

■学習指導要領における領域・内容

〔第３学年及び第４学年〕 Ａ 話すこと・聞くこと

イ 相手や目的に応じて，理由や事例などを挙げながら筋道を立て，丁寧な言葉を用いる

など適切な言葉遣いで話すこと。

■学習指導要領に示されている言語活動例との関連

〔第３学年及び第４学年〕 Ａ 話すこと・聞くこと

ア 出来事の説明や調査の報告をしたり，それらを聞いて意見を述べたりすること。

１．解答類型と反応率

問題番号 解 答 類 型
反応率

正答
（％）

１ １ ３・４と解答しているもの（順不同） 90.9 ◎

２ ３と解答しているが，４と解答していないもの 2.2

３ ４と解答しているが，３と解答していないもの 6.1

99 上記以外の解答 0.7

０ 無解答 0.1
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２．分析結果と課題

○ 解答類型３の反応率は6.1％である。これは，状況に応じて適切に説明するために相手の

知識を確認するという村上さんの意図を捉えることができなかったと考えられる。この中に

は，選択肢３ではなく２と解答している児童が多く見られた。これは，村上さんの「図書館

が見えてきます」と選択肢２の「図書館」とを結び付けて捉えたと考えられる。

３．学習指導に当たって

相手や目的に応じて説明の仕方を工夫する

○ 相手や目的，場面，状況に応じて適切に説明の仕方を工夫することは重要である。説明の

仕方を工夫するとは，言葉を置き換えること，内容や順序を考えること，相手の理解の状況

を確認しながら説明することなどが考えられる。

学習指導としては，例えば，クラブ活動について下級生に説明するという場を活用するこ

とが考えられる。

〈言葉を置き換えること〉

〈内容や順序を考えること〉

〈相手の理解の状況を確認しながら説明すること〉

サッカークラブでは，４チームに分かれて
試合を⾏います。試合は，⾃分のチーム以外
のすべてのチームと戦う形式で⾏います。

⼀輪⾞に乗ることが初めての⼈でも⼼配
ありません。⼀輪⾞クラブでは，４⽉と５
⽉に上級⽣が⼀輪⾞の乗り⽅を教えます。
そこで⼀緒に練習をすれば，乗ることがで
きるようになりますよ。

ここまでの説明で，何か分からないこ
とはありますか。

３年⽣には，「リーグ戦」と
いう⾔葉は難しいかな。

⼀輪⾞に乗ることができ
るかどうかを不安に感じて
いるようだから，先に⼀輪
⾞に乗る練習について説明
しよう。

クラブの１年間の活動につ
いて説明し終わったけれど，
理解できたかな。
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国語Ａ２ 物語を創作する（宝物を探す物語）

出題の趣旨

自分の想像したことを物語に表現するために，文章全体の構成の効果を考えることがで

きるかどうかをみる。

■学習指導要領における領域・内容

〔第５学年及び第６学年〕 Ｂ 書くこと

イ 自分の考えを明確に表現するため，文章全体の構成の効果を考えること。

■学習指導要領に示されている言語活動例との関連

〔第５学年及び第６学年〕 Ｂ 書くこと

ア 経験したこと，想像したことなどを基に，詩や短歌，俳句をつくったり，物語や随筆

などを書いたりすること。

１．解答類型と反応率

問題番号 解 答 類 型
反応率

正答
（％）

２ １ １ と解答しているもの 7.6

２ ２ と解答しているもの 73.9 ◎

３ ３ と解答しているもの 12.4

４ ４ と解答しているもの 5.8

99 上記以外の解答 0.1

０ 無解答 0.3
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２．分析結果と課題

○ 解答類型３の反応率は12.4％である。これは，【物語の構成】の「中」の部分から，出来

事に変化を加えながら繰り返して書く構成の工夫と，その効果を捉えることができていない。

この中には，選択肢３の「読者が展開に興味をもって読めるようにしている」という構成の

効果にのみ着目し，「物語の結末の場面から書」く構成ではないことを捉えることができな

かった児童もいたと考えられる。

３．学習指導に当たって

物語の構成の工夫や効果を捉えて書く

○ 児童が物語を創作する際には，想像したことを思い付くままに表現したり，時系列に沿っ

て書き進めたりすることがある。高学年においては，読者に期待をもって読み進めてもらえ

るような展開にするために，構成を工夫して書くことができるように指導することが大切で

ある。

物語の構成例としては，現在と過去を行き来して書く構成，出来事に変化を加えながら繰

り返して書く構成などが考えられる。このような構成例を学んだ上で，どのような構成にす

ることがより効果的なのかを考え，自分の物語を読み返すような学習過程が重要となる。そ

の際，児童の表現したいという思いを大切にするとともに，創造的に表現することの楽しさ

を実感することができるように指導することも重要である。

また，構成を工夫して物語を創作するためには，読むことの指導との関連を図ることが有

効である。具体的には，構成の工夫とその効果を捉えるという観点で，複数の物語を読むこ

とを通して，それぞれの作品の構成とその効果を分析し，分類しながら表にまとめて整理す

ることなどが考えられる。
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国語Ａ３ オムレツの作り方を調べる

出題の趣旨

目的に応じて必要な情報を捉えることができるかどうかをみる。

■学習指導要領における領域・内容

〔第３学年及び第４学年〕 Ｃ 読むこと

イ 目的に応じて，中心となる語や文をとらえて段落相互の関係や事実と意見との関係を

考え，文章を読むこと。

■学習指導要領に示されている言語活動例との関連

〔第３学年及び第４学年〕 Ｃ 読むこと

イ 記録や報告の文章，図鑑や事典などを読んで利用すること。

１．解答類型と反応率

問題番号 解 答 類 型
反応率

正答
（％）

３ １ 山本さんに５，川上さんに３と解答しているもの 74.1 ◎

２ 山本さんに５と解答しているが，川上さんに３と解答していないもの 9.6

３ 川上さんに３と解答しているが，山本さんに５と解答していないもの 4.5

99 上記以外の解答 11.6

０ 無解答 0.2
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２．分析結果と課題

○ 正答率は74.1％である。本問は，「４年間のまとめ【小学校編】」において，「目的に応じ

て必要となる情報を取り出し，それらを関係付けて読むこと」に課題が見られたことを踏ま

えて出題した。

○ 解答類型２の反応率は9.6％である。これは，川上さんの「こげないようにしたい」とい

う目的と，「作り方」の２に書かれている「強火」，「弱火」，３に書かれている「火が入り

過ぎないように」という火に関する内容とを関係付けて捉えることができなかったと考えら

れる。この中には，川上さんに４と解答している児童が多く見られた。これは，「こげない

ようにしたい」という川上さんの目的とフライパンのイラストとを結び付けて捉え，文章に

は着目することができなかったと考えられる。

○ 解答類型３の反応率は4.5％である。これは，山本さんの「白いところが残らないように

したい」という目的と，「ポイント」に書かれている「黄身と白身がよく混ざり」，「むらが

なくな」るという言葉とを関係付けて捉えることができなかったと考えられる。

３．学習指導に当たって

目的に応じて必要な情報を捉えて読む

○ 中高学年では，目的に応じていろいろな本や文章を分析的に読み，内容の中心を捉えたり，

段落相互の関係を考えて全体の構成を把握し，自分の考えをまとめたりしながら読むなど，

課題を解決するために必要な情報を捉えて読む活動が増える。日常生活においても，図鑑や

事典，説明書，インターネットの記述などから自分が知りたい情報を見付けて読む機会が多

くある。そこでは，目的に応じて中心となる語や文を捉えて読む能力が必要になる。

「目的に応じて」とは，本問を例に挙げると「白いところが残らないようにしたい」，「こ

げないようにしたい」のように，何のために調べるのか，何について調べるのかを明らかに

することである。

目的に応じて，中心となる語や文を捉えて読むことができるようにするためには，学習活

動において以下のような工夫をすることが重要である。

・ 目的を明確にし，調べる内容を具体的にすることができるようにする

何のために調べるのかという目的を明確にし，何について調べるのかを具体的にする

ことで，自分が必要とする情報がどこにどのように書かれているかを捉えることができ

るようにする。特に，何について調べるのかを具体的にするためには，本問にあるよう

に，自分の活動を振り返り，新たな課題を見付けたり，目的を焦点化したりすることが

できるような学習過程の設定が有効である。

・ 図鑑や事典などの読み方を身に付けることができるようにする

目次や索引，見出しに着目して読む，キーワードを見付けながら読む，図表と結び付

けて読むなど，図鑑や事典から必要な情報を得るための方法を児童が身に付けることが

できるようにする。そのためには，調べる学習を積み重ね，児童がその有効性を実感で

きるようにすることが大切である。

・ 他教科等との関連を図り，国語科で身に付けたことを活用できるようにする

国語科で身に付けた，図鑑や事典から必要な情報を得るための方法を，他教科等の学

習活動に生かすことができる機会を意図的に設定する。その際，必要な情報を捉えて読

むことで課題解決を図ることができたかどうかを振り返る時間を設け，児童がその有効

性を実感できるようにする。

なお，課題を解決するために必要な情報を捉えて読む活動は，学年が上がるにつれて増え

てくるため，低中学年の国語の授業においても身に付けることができるように，意図的に学
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習活動を展開することが必要である。

ここでは，前頁の「他教科等との関連を図り，国語科で身に付けたことを活用できるよう

にする」ことの例として，家庭科や総合的な学習の時間における学習活動を示す。

「卵料理を作ろう」

〈活動の流れ〉 図鑑や事典から必要な情報を得るための方法

〈指導する際の留意点〉

● 活動を振り返り，必要な情報を得るための方法の有効性を児童が実感できるよう

にする。

● 同じページを読む際にも目的に応じて読み方が異なる。〈活動の流れ〉の２では，

オムレツの作り方を知るという目的で読むため，ページの全体を通読することが多い。

〈活動の流れ〉の５では，自分の調べたい内容に応じて，見出しやキーワードに着目し，

拾い読みをする摘読が効果的である。

（参照）「４年間のまとめ【小学校編】」P.10～P.11

１ 作りたい卵料理を

決める。→オムレツ

２ オムレツの作り方を

調べる。

３ 調べたことを基に

オムレツを作る。

４ オムレツ作りを振り

返り，課題を明確にす

る。

５ ４の課題を解決する

ために調べる。

６ 調べたことを基に，

もう一度オムレツを

作る。

主に〈活動の流れ〉の２で生かしたい方法
○ 「目次」や「索引」などを利用して調べたい言葉が

出ているページを探す。

○ 調べたい言葉が「目次」や「索引」などに見当
たらない場合は，別の言葉に置き換えて探す。

主に〈活動の流れ〉の５で生かしたい方法
○ 目的に応じたキーワードを見付けながら読む。

【例】
〔目的〕

焦げないように作りたい。
〔キーワード〕

焦げ，火加減，強火，火の通り，焼く時間

○ 文章中に用いられている図表が文章のどの部分
と結び付くのかを明らかにしながら読む。
【例】

・ フライパンの手前側の卵を
向こう側へ折り返す。

○ 探した情報を整理する。

【例】

・ 箇条書きをする。

・ キーワードを丸で囲ん

だり，線でつないだりする。

○ 調べたい情報が得られない場合は，別の本に

当たる。
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※出典等

・【オムレツのページ】は，ホテルニューオータニ監修『本当に旨いたまご料理の作り方100』

（2016年11月 イカロス出版株式会社）などを参考にした。
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国語Ａ４ 物語を読み，心に残ったことを説明する(『くらやみの物語』)

出題の趣旨

登場人物の心情について，情景描写を基に捉えることができるかどうかをみる。

■学習指導要領における領域・内容

〔第５学年及び第６学年〕 Ｃ 読むこと

エ 登場人物の相互関係や心情，場面についての描写をとらえ，優れた叙述について自分

の考えをまとめること。

■学習指導要領に示されている言語活動例との関連

〔第３学年及び第４学年〕 Ｃ 読むこと

エ 紹介したい本を取り上げて説明すること。

１．解答類型と反応率

問題番号 解 答 類 型
反応率

正答
（％）

４ １ １ と解答しているもの 2.5

２ ２ と解答しているもの 74.1 ◎

３ ３ と解答しているもの 17.2

４ ４ と解答しているもの 5.8

99 上記以外の解答 0.0

０ 無解答 0.3
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２．分析結果と課題
○ 解答類型３の反応率は17.2％である。これは，物語のこれまでのあらすじや【物語の一部】

にあるコウタの状況と風景や様子を表す表現とを関係付けて捉えることができなかったと考

えられる。この中には， 部にある「草がそよぎをとめ」や，「カナカナ」，「草むら

の虫の声」と選択肢３の「音を表す表現」とを関係付けたり， 部にある「火の海」

と選択肢３の「海の激しさ」とを関係付けたりした児童もいたと考えられる。

３．学習指導に当たって

登場人物の心情について，情景描写を基に捉える

○ 中学年までに，一人一人の登場人物の行動や性格に基づき，場面の展開に即して変化する

気持ちを中心に捉えながら読んできたことを踏まえ，高学年では，登場人物の相互関係から人

物像やその役割を捉え，そのことによって，内面にある深い心情も合わせて捉えることにつな

いでいく必要がある。登場人物の心情は，直接的に描写されている場合もあるが，登場人物相

互の関係に基づいた行動や会話，情景などを通して暗示的に表現されている場合もある。この

ような表現の仕方にも注意し，想像を豊かにしながら読むことが大切になる。また，「何が書

かれているか」という内容面だけではなく，「どのように描かれているか」という表現面にも

着目して読むことで，物語などの全体像を具体的に想像することにつながることになる。

そのためには，本問のように，心に残った叙述を取り上げ，その叙述を取り上げた理由を考

えることを通して，象徴性や暗示性の高い表現，メッセージや題材を強く意識させる表現など

に着目できるようにすることが大切である。

なお，優れた叙述は，一冊の本や一編の文章だけでは分かりにくいこともある。同じ作者や

同じ題材の作品を比べて読むようにして，児童が自分で優れた叙述に気付いていくことができ

るように工夫することが大切である。

ここでは，情景描写を基に登場人物の相互関係や心情を捉えることの学習活動の例を次に

示す。
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「椋鳩十の作品を読んで，心に残った一文を伝え合おう」

○ この単元では，登場人物の相互関係や心情について，情景描写を基に捉えることが

できるように，根拠となる叙述を抜き出し，説明できるようにする。

単元の流れ

➀ 椋鳩十の作品の読み聞かせやブックトークを聞いたり，教師による心に残った一文の紹介

を聞いたりしながら，学習のめあてを確認し，単元の見通しをもつ

➁ 複数の椋鳩十の作品を読む

③ 「大造じいさんとがん」を読み，心に残る一文とその理由を交流する

○ 心に残る一文として，児童が情景描写を取り上げていない場合は，教師が情景描写に

着目することができるように指導することも考えられる。

④ 他の椋鳩十の作品について，心に残る一文とその理由を交流する

私は「東の空が真っ⾚に燃えて、朝が来ました。」という⽂が何となく
かっこいいと思ったの。

ぼくも同じ⽂が⼼に残ったよ。「空が真っ⾚に燃えて」というとこ
ろには，残雪に挑もうとする⼤造じいさんの燃えるような気持ちが
表れていると思うんだ。

なるほど。だからかっこいいと感じたのかな。情景を表す表現か
ら登場⼈物の気持ちが分かるんだね。

「⺟グマ⼦グマ」のお話も⺟グマと⼦グマの関係が表れているよ
うな気がするの。この「⾦⾊のあたたかい太陽が、⼭いっぱいに
ふりそそいで、⽊の芽が、ぷくっとふくらみかけておりました。」
という情景描写なのだけれど。

私が読んだ「⽚⽿の⼤シカ」の最後の場⾯に「いつの間にか、
先ほどのあらしもやんで、太陽がかがやいていた。」という情景
描写があるのだけれど，「⼤造じいさんとがん」の最後の場⾯と
似ていると思うの。

⺟グマの⼦グマに対する愛情が伝わってきて，私はとても⼼に
残ったの。

なるほど，ぼくはどちらも⼈間と動物の間に新しい関係が⽣まれた
ような感じがするなあ。

確かに「⾦⾊のあたたかい太陽」が⺟グマで「⽊の芽」が⼦グマを
表しているような感じがするね。
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○ 同じ作者の作品を比べたり重ねたりして読むことで，児童が自分で優れた叙述に気付

くことができるようにする。自分が作品に対して感じたことがどの叙述に基づくものな

のかを明らかにすることで，より自分の考えが明確になることに気付くことができるよ

うにすることが大切である。

⑤ 椋鳩十の作品について感じたことを伝え合う

○ 感じたことを伝え合うときには，友達がどの叙述を根拠として述べているのかに着目

することができるようにする。また，この活動を通して，優れた叙述が作品全体に及ぼ

す効果について考えることができるようにする。

○ 優れた叙述に着目して複数の椋鳩十の作品を読んだ経験を，日常の読書生活において

他の物語を読む際にも生かすことができるようにし，優れた叙述の効果を味わいながら

本の世界を楽しむことができるようにすることが大切である。

（参照）「４年間のまとめ【小学校編】」P.８～P.９

※出典等

・武鹿悦子『くらやみの物語 (新しいこどもの文学) 』（1997年８月 小峰書店）による。
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国語Ａ５ 書いた文章を読み直す（春休みの出来事）

出題の趣旨

文の中における主語と述語との関係などに注意して，文を正しく書くことができるかど

うかをみる。

■学習指導要領における領域・内容

〔第３学年及び第４学年〕 伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項

(1) イ 言葉の特徴やきまりに関する事項

(ｷ) 修飾と被修飾との関係など，文の構成について初歩的な理解をもつこと。
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１．解答類型と反応率

問題番号 解 答 類 型
反応率

正答
（％）

５ （正答の条件）

次の条件を満たして解答している。

① 選んだ文の番号を④と解答している。

② 選んだ文を以下のように書き直している。

a 部をそのままにしている。

b 部と 部とのつながりが合っている。

c 選んだ文の意味が変わらないようにしている。

（②の正答例）

・ 反省点は、用具の手入れをあまりしなかったことです。

１ 条件①と，条件②a，b，cを満たしているもの 35.8 ◎

２ 条件①，②a，bは満たしているが，条件②cは満たしてい 4.1

ないもの

３ 条件①，②a，cは満たしているが，条件②bは満たしてい 2.8

④と解答 ないもの

４ 条件①，②aは満たしているが，条件②b，cは満たしてい 4.2

ないもの

５ 条件①は満たしているが，条件②aは満たしていないもの 4.6

＊条件②b，cを満たしているかどうかは不問とする。

６ 条件①を満たしていないもののうち，選んだ文の番号を 13.7

①と解答 ①と解答しているもの

＊条件②を満たしているかどうかは不問とする。

７ 条件①を満たしていないもののうち，選んだ文の番号を 11.7

②と解答 ②と解答しているもの

＊条件②を満たしているかどうかは不問とする。

８ 条件①を満たしていないもののうち，選んだ文の番号を 17.7

③と解答 ③と解答しているもの

＊条件②を満たしているかどうかは不問とする。

99 上記以外の解答 1.4

０ 無解答 3.8

２．分析結果と課題

○ 解答類型６の反応率は13.7％，解答類型７の反応率は11.7％，解答類型８の反応率は17.7％

であり，合わせると43.1％となる。これらは，主語と述語との関係を適切に捉えることがで

きず，④「反省点は、用具の手入れをあまりしませんでした。」の文を，主語と述語とのつ

ながりが合っていないものとして選ぶことができなかったと考えられる。

○ 解答類型３の反応率は2.8％，解答類型４の反応率は4.2％である。これらは，条件②b

「 部と 部とのつながりが合っている」を満たしていないものである。

具体的な例としては，次のようなものがある。
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（例）

〈解答類型３〉

・ 反省点は、用具の手入れをあまりしなかったです。

〈解答類型４〉

・ 反省点は、用具の手入れをまったくしなかったです。

主語と述語との関係には，次のようなものがある。

➊ 「だれが（何が）」「だれは（何は）」～「どうする」

➋ 「だれが（何が）」「だれは（何は）」～「どんなだ」

➌ 「だれが（何が）」「だれは（何は）」～「なんだ」

上のように解答した児童は，➌のような主語と述語との関係を踏まえて適切に書き直すこ

とができなかったと考えられる。

３．学習指導に当たって

主語と述語を適切に照応させて，文を正しく書く

○ 主語と述語が適切な係り受けの関係となっていることが，伝えたいことを相手に正確に

伝える上で重要であることに気付くようにすることが大切である。

本問で，主語と述語との関係を捉えにくくしているのは，主語が，人ではなく，「反省点

は」になっているところである。そして，述語に当たる部分が，「用具の手入れをあまりし

ませんでした」というように動作を表す表現になっているため，主語と述語を適切に照応さ

せるには「こと」などを補う必要がある。

主語と述語との関係については，表現するときだけではなく，文章を読むときにも強く意

識できるように指導することが大切である。また，書くことの学習とも関連を図り，児童が

自分で書いた文や文章を，主語と述語との関係に注意しながら，丁寧に読み返していく習慣

を付けることも大切である。
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国語Ａ６ 慣用句の意味を理解し，使う

出題の趣旨

日常生活で使われている慣用句の意味を理解し，使うことができるかどうかをみる。

■学習指導要領における領域・内容

〔第３学年及び第４学年〕 伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項

(1) ア 伝統的な言語文化に関する事項

(ｲ) 長い間使われてきたことわざや慣用句，故事成語などの意味を知り，使うこと。

１．解答類型と反応率

問題番号 解 答 類 型
反応率

正答
（％）

６ １ アに３，イに１と解答しているもの 90.5 ◎

２ アに３と解答しているが，イに１と解答していないもの 2.0

３ イに１と解答しているが，アに３と解答していないもの 2.2

99 上記以外の解答 3.9

０ 無解答 1.4
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２．分析結果と課題

○ 正答率は90.5％である。また，本問は，平成30年度全国学力・学習状況調査【中学校】

国語Ａ８四１と共通の問題であり，中学校の正答率は94.8％である。以上のことから，小

学校の学習で定着が図られている慣用句については，中学校でも継続して身に付いている

ものと考えられる。

３．学習指導に当たって

日常生活で使われている慣用句の意味を理解し，使う

○ 慣用句とは，二つ以上の語が結び付いて元の意味とは違った特定の意味を表すものであ

る。言語生活を豊かにするために，慣用句の意味を知り，実際の言語生活で用いることが

できるように指導することが大切である。

学習活動においては，以下のことに留意する必要がある。

・ 国語辞典や慣用句辞典などを活用することで，意味や用例について正しく理解できる

ようにする。

・ スピーチや日記などの中で実際に慣用句を用いる機会を設けるなどして，日常生活と

結び付けることができるようにする。

・ 意図的，計画的に指導することで，学んだ言葉の定着を図ることができるようにする。

ここでは，実際の指導に当たって考えられる学習活動の例を次に示す。

「慣用句を仲間分けしよう」

複数の辞典などから自分が興味をもった慣用句を挙げ，「動物」，「植物」，「体の一部」，

「数」，「色」などの観点で仲間分けをすることで，興味をもって調べることができるよう

にする。調べた慣用句は，本問のようにカードにまとめたり，かるたを作って実際に遊ん

だりして定着を図ることができるようにする。

「
白
（
色
）」

・
白
を
切
る

・
白
紙
に
返
す

・
黒
白
を
争
う

「
花
（
植
物
）」

・
花
を
持
た
せ
る

・
両
手
に
花

・
花
道
を
飾
る

「
手
（
体
の
一
部
）」

・
手
を
か
け
る

・
手
が
空
く

・
手
を
焼
く

「
馬
（
動
物
）」

・
馬
が
合
う

・
馬
力
を
か
け
る

・
馬
の
背
を
分
け
る

「
一
（
数
）」

・
一
か
ら
十
ま
で

・
一
か
八
か

・
一
事
が
万
事

同じ⾔葉を使っている
慣⽤句がたくさんあるね。
それぞれ，どんな意味が
あるのかな。
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「学級の出来事を慣用句で表現しよう」

体験に基づいた様子や気持ちについて，慣用句を用いて表現することで，実際の生活体験

に結び付けながら習得できるようにする。その際，学級の共通体験を取り上げ，友達と交流

しながら調べたり，表現したりする活動を設定し，より豊かな言語表現ができるようにする。

題材：ドッジボール大会

学習の流れ

➀ ドッジボール大会について写真を基に振り返る

➁ それぞれの写真から想起するそのときの様子や自分の気持ちに当てはまる慣用句を，

グループで調べる

調べる際には，慣用句辞典を活用したり，教師が例示した様子や気持ちを表す慣用句の

一覧などを参考にしたりする。

③ それぞれのグループで出されたそのときの様子や自分の気持ちに当てはまる慣用句に

ついて交流する

負けた悔しさのあまり，
地団駄を踏んだ。

この試合には勝てるだろ
うと⾼をくくっていた。

毎⽇の練習に精を出
した。

決勝戦で負けて２位に
なり，涙をのんだ。

優勝候補の１組との試
合でしのぎを削った。

みんなで⼼を合わせて
練習に励んだ。

調べてみたら，「涙をのむ」は悔しさをじっとこらえる様⼦，
「地団駄を踏む」は怒りや悔しさで，地⾯を何度も踏みつける
様⼦を表していると分かったよ。

私たちのグループでは悔しい気持ちを表す慣⽤句として，「涙をのむ」
が挙げられたよ。「地団駄を踏む」は出てこなかったな。

なるほど。それなら，ぼくの気持ちには「地団駄を踏む」の⽅が
当てはまるな。

「涙をのむ」も「地団駄を踏む」も悔しい気持ちを表す慣⽤句だけれ
ど，何か違いがあるのかな。
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④ 交流したことを基に，そのときの様子や自分の気持ちに合う慣用句を選んで，文章を書く

ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
大
会
に
向
け

て
、ぼ
く
た
ち
の
ク
ラ
ス
は
心
を

合
わ
せ
て
練
習
に
は
げ
み
ま
し

た
。し

か
し
、決
勝
戦
で
負
け
て
、

結
果
は
二
位
に
な
り
、ぼ
く
た

ち
は
地
団
駄
を
踏
ん
で
く
や
し

が
り
ま
し
た
。

練
習
が
と
て
も
順
調
だ
っ
た

の
で
、
本
番
で
も
勝
て
る
だ
ろ

う
と
、
高
を
く
く
っ
て
い
た
の
が

原
因
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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国語Ａ７ 敬語を使う

出題の趣旨

相手や場面に応じて適切に敬語を使うことができるかどうかをみる。

■学習指導要領における領域・内容

〔第５学年及び第６学年〕 伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項

(1) イ 言葉の特徴やきまりに関する事項

(ｸ) 日常よく使われる敬語の使い方に慣れること。

１．解答類型と反応率

問題番号 解 答 類 型
反応率

正答
（％）

７ １ １ と解答しているもの 4.4

２ ２ と解答しているもの 31.9

３ ３ と解答しているもの 2.3

４ ４ と解答しているもの 56.3 ◎

99 上記以外の解答 2.5

０ 無解答 2.6
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２．分析結果と課題

○ 解答類型２の反応率は31.9％である。これは，高野さんが自分の母から聞いたことについ

て池田さんに質問するという本問のような状況においては，身内に対して尊敬語を用いるこ

とが適切ではないということを捉えることができなかったと考えられる。

３．学習指導に当たって

相手や場面に応じて適切に敬語を使う

○ 敬語を使う際には相手と自分との関係やその場の状況を意識して，適切に使うことが求め

られる。

敬語を適切に使うことができるようにするためには，様々な場の状況で敬語を使うことに

慣れることが重要である。具体的には，地域の人や保護者などと関わる学校行事などにおい

て，話をしたり，案内の手紙を書いたりすることが考えられる。その際に，相手と自分との

関係を意識しながら敬語を使うことに慣れるように指導することが大切である。また，本問

のような状況において，自分や身内に関わる行動などについては尊敬語を用いることが適切

ではないというような，公の場における言葉の使い方に対する感覚を養うことも大切である。
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国語Ａ８ 文の中で漢字を使う

出題の趣旨

学年別漢字配当表に示されている漢字を文の中で正しく使うことができるかどうかをみる。

■学習指導要領における領域・内容

〔第５学年及び第６学年〕 伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項

(1) ウ 文字に関する事項

(ｱ) 第５学年及び第６学年の各学年においては，学年別漢字配当表の当該学年まで

に配当されている漢字を読むこと。また，当該学年の前の学年までに配当されて

いる漢字を書き，文や文章の中で使うとともに，当該学年に配当されている漢字

を漸次書き，文や文章の中で使うこと。
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１．解答類型と反応率

問題番号 解 答 類 型
反応率

正答
（％）

８ ア １ １ と解答しているもの 11.8

２ ２ と解答しているもの 73.6 ◎

３ ３ と解答しているもの 9.0

99 上記以外の解答 0.4

０ 無解答 5.1

イ １ １ と解答しているもの 82.3 ◎

２ ２ と解答しているもの 6.3

３ ３ と解答しているもの 4.7

99 上記以外の解答 0.6

０ 無解答 6.2

ウ １ １ と解答しているもの 7.7

２ ２ と解答しているもの 82.3 ◎

３ ３ と解答しているもの 3.0

99 上記以外の解答 0.5

０ 無解答 6.5

エ １ １ と解答しているもの 6.6

２ ２ と解答しているもの 20.4

３ ３ と解答しているもの 65.1 ◎

99 上記以外の解答 0.5

０ 無解答 7.3

オ １ １ と解答しているもの 51.7 ◎

２ ２ と解答しているもの 16.5

３ ３ と解答しているもの 23.6

99 上記以外の解答 0.6

０ 無解答 7.7

２．分析結果と課題

○ アの解答類型１の反応率は11.8％である。これは，選択肢１の「制」が，正答の「製」と，

同じ音と同じ部分をもつため，選んだと考えられる。

○ エの解答類型２の反応率は20.4％である。これは，選択肢２の「官」が，正答の「管」と，

同じ音と同じ部分をもつため，選んだと考えられる。

○ オの解答類型２の反応率は16.5％，解答類型３の反応率は23.6％である。これらは，選択

肢２の「績」と，選択肢３の「責」が，正答の「積」と，同じ音と同じ部分をもつため，選ん

だと考えられる。
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○ 下の表のように，ア，エについては，三つの選択肢の漢字すべてが同じ音，二つの選択肢

の漢字が同じ部分をもっている。オについては，三つの選択肢の漢字すべてが，同じ音と同

じ部分をもっている。それぞれの文において，用いられている言葉や文脈との関係から，ど

の漢字を使うことが適切であるかを捉えることができなかった児童については，選択肢の中

から適切なものを選ぶことができなかったと考えられる。

選択肢１ 選択肢２ 選択肢３

部分 制 製 整 二つが同じ
ア

音 セイ セイ セイ 三つが同じ

部分 設 役 投 三つが同じ
イ

音 セツ ヤク トウ すべて違う

部分 省 消 勝 すべて違う
ウ

音 ショウ ショウ ショウ 三つが同じ

部分 完 官 管 二つが同じ
エ

音 カン カン カン 三つが同じ

部分 積 績 責 三つが同じ
オ

音 セキ セキ セキ 三つが同じ
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３．学習指導に当たって

文や文章の中で，漢字を正しく使う

○ 漢字の指導に当たっては，日常生活の中で適切に使うことができるようにすることが重要

である。そのためには，読み方や字形に注意して繰り返し練習することにとどまらず，本問

で取り上げたように，同じ音や同じ部分をもつ漢字との違いや，文脈の中での使い分けに着

目できるように指導することも大切である。その際には，漢字の成り立ちや部首の意味など，

漢字への理解を深める学習につなげていくことも大切である。

ここでは，実際の指導に当たって考えられる学習活動の例を示す。

① 同じ音で読む漢字を集める

同音異義語など，同じ音で読む漢字を集めたり，その意味を辞書で調べたりする活動

を取り入れる。

② 似た形の漢字を集める

同じ部分をもつ漢字や似た形の漢字を集め，辞書で「つくり」による意味の違い，「へん」

による意味の違いなどを調べる活動を取り入れる。

③ 間違えやすい漢字を集める

児童が辞書を引いたときや，日常生活の中で見付けた，間違えやすい漢字を紹介し合

う活動を取り入れる。児童が自分たちで見付けることで，漢字を正しく使おうとする意

識を高めることにつなげていく。

集めた漢字は，カードや短冊にして教室に掲示するなど，日常生活の中で児童が漢字

に触れることができるように，言語環境を整えることが大切である。その際，読み仮名，

送り仮名を書き込んだり，それぞれの漢字を使った例文も書き加えたりして，文脈の中

で使い分けることができるようにする。

なお，授業時間の他，朝の活動の時間を利用するなどして，教室内に掲示されている

カードや短冊の漢字を選んで短文作りをするなど，短時間の学習を継続的に行うことも

有効である。

将来の社会生活において漢字を円滑に運用できる能力を身に付けるためには，漢字を正

しく読み，正しく書き，文や文章の中で使おうとする習慣を身に付けることが重要である。
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３．教科に関する調査の各問題の分析結果と課題

（３）小学校 国語Ｂ
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国語Ｂ１ 言葉の使い方を見直すために，話し合う
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出題の趣旨

互いの立場や意図を明確にしながら，計画的に話し合うことができるかどうかをみる。

■学習指導要領に示されている言語活動例との関連

〔第５学年及び第６学年〕 Ａ 話すこと・聞くこと

イ 調べたことやまとめたことについて，討論などをすること。

設問一

趣旨

話合いの参加者として，質問の意図を捉えることができるかどうかをみる。

■学習指導要領における領域・内容

〔第５学年及び第６学年〕 Ａ 話すこと・聞くこと

オ 互いの立場や意図をはっきりさせながら，計画的に話し合うこと。

１．解答類型と反応率

問題番号 解 答 類 型
反応率

正答
（％）

１ 一 １ １ と解答しているもの 1.8

２ ２ と解答しているもの 6.3

３ ３ と解答しているもの 8.9

４ ４ と解答しているもの 82.6 ◎

99 上記以外の解答 0.1

０ 無解答 0.4

２．分析結果と課題

○ 「４年間のまとめ【小学校編】」では，「司会の役割を果たしたり，立場や根拠を明確に

したりして話し合うこと」に，また，平成26年度【小学校】国語Ｂ１二（正答率60.3％）で

は，「質問の意図を捉えること」に課題があると指摘している。本問では，正答率が82.6％

であったことから，今回の調査を見る限り，改善状況が見られる。

設問二

趣旨

計画的に話し合うために，司会の役割について捉えることができるかどうかをみる。

■学習指導要領における領域・内容

〔第５学年及び第６学年〕 Ａ 話すこと・聞くこと

オ 互いの立場や意図をはっきりさせながら，計画的に話し合うこと。
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１．解答類型と反応率

問題番号 解 答 類 型
反応率

正答
（％）

１ 二 １ １ と解答しているもの 77.7 ◎

２ ２ と解答しているもの 14.2

３ ３ と解答しているもの 2.7

４ ４ と解答しているもの 4.8

99 上記以外の解答 0.1

０ 無解答 0.5

２．分析結果と課題

○ 「４年間のまとめ【小学校編】」では，「司会の役割を果たしたり，立場や根拠を明確に

したりして話し合うこと」に，また，平成24年度【小学校】国語Ｂ２三（正答率52.5％）で

は，「話合いの流れに応じた司会の発言のねらいを適切に捉えること」に，平成26年度【小

学校】国語Ｂ１一（正答率65.4％）では，「司会として話合いの観点を整理すること」に課

題があると指摘している。本問では，正答率が77.7％であったことから，今回の調査を見る

限り，改善状況が見られる。

○ 解答類型２の反応率は14.2％である。これは，【話し合いの様子の一部】にある，「三人

の意見について、みなさんはどう考えますか」や「みなさんも、そのことについての自分の

考えも話してください」といった司会の発言に着目することができなかったと考えられる。

この中には，司会が，「最もよい考えを選び出そうと」するために， 部で田中さん，

北川さん，小池さんのそれぞれの考えを整理していると捉えた児童もいたと考えられる。

設問三

趣旨

話し手の意図を捉えながら聞き，自分の意見と比べるなどして考えをまとめることがで

きるかどうかをみる。

■学習指導要領における領域・内容

〔第５学年及び第６学年〕 Ａ 話すこと・聞くこと

エ 話し手の意図をとらえながら聞き，自分の意見と比べるなどして考えをまとめること。

〔第５学年及び第６学年〕 Ｂ 書くこと

ウ 事実と感想，意見などとを区別するとともに，目的や意図に応じて簡単に書いたり詳

しく書いたりすること。
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１．解答類型と反応率

問題番号 解 答 類 型
反応率

正答
（％）

１ 三 （正答の条件）

次の条件を満たして解答している。

① 以下の内容を取り上げて書いている。

a 北川さん，小池さんのいずれかの意見

b 取り上げたことに対してどう考えるのか

② ◇司会が話しているように，「これから言葉をどのように使って

いきたいか」について書いている。

③ 80字以上，100字以内で書いている。

（正答例）

・ 北川さんが話したように、わたしも言葉を省略して話す人は確か

に多いと思います。これからは、相手や場に合っているかどうかを

考えながら、言葉をなるべく省略せずに使っていきたいと思います。

（91字）

・ 時代によって言葉の使われ方は変わると小池さんは言っていまし

た。だからこそ、言葉の本来の意味や使い方をきちんと学ぶべきだ

とぼくは思います。これからは、言葉の本来の使い方を調べて使っ

ていきたいです。（98字）

１ 条件①a，bの両方と，条件②，③を満たしているもの 33.9 ◎

２ 条件①a，bの両方と，条件②は満たしているが，条件③は満たして 1.1

いないもの

３ 条件①a，bは満たしているが，条件②は満たしていないもの 16.1

＊条件③を満たしているかどうかは不問とする。

４ 条件①a，②は満たしているが，条件①bは満たしていないもの 0.8

＊条件③を満たしているかどうかは不問とする。

５ 条件①b，②は満たしているが，条件①aは満たしていないもの 4.4

＊条件③を満たしているかどうかは不問とする。

６ 条件①aは満たしているが，条件①b，②は満たしていないもの 0.7

＊条件③を満たしているかどうかは不問とする。

７ 条件①bは満たしているが，条件①a，②は満たしていないもの 5.2

＊条件③を満たしているかどうかは不問とする。

８ 条件②は満たしているが，条件①a，bは満たしていないもの 18.9

＊条件③を満たしているかどうかは不問とする。

99 上記以外の解答 12.8

０ 無解答 6.2
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２．分析結果と課題

○ 解答類型３の反応率は16.1％である。具体的な例としては，以下のようなものがある。

（例）

・ 北川さんが話したように、言葉を省略して話す人が多いとぼくは感じました。また、

省略すると相手や場に合っていない言葉になったり、意味が分からなくなったりする

という意見にも賛成です。（89字）

・ 小池さんが話していたように、言葉の使われ方は時代によって変わるものだから、

言葉はみだれていないとぼくも考えました。言葉の使い方がまちがっていても、多少

話せるのであれば、いいと思います。（93字）

このように解答した児童は，条件①a「北川さん，小池さんのいずれかの意見」と，条件

①b「取り上げたことに対してどう考えるのか」について書くことができている。しかし，

条件②「これから言葉をどのように使っていきたいか」について書くことはできていない。

○ 解答類型８の反応率は18.9％である。具体的な例としては，以下のようなものがある。

（例①）

・ 言葉はみだれている、本来の意味とはことなる使われ方をしていると田中さんは言

いましたが、わたしもそう思います。相手によってみだれた言葉の受け入れ方もちが

うので、正しい使い方をしたいです。（93字）

このように解答した児童は，条件②「これから言葉をどのように使っていきたいか」につ

いて書くことができている。しかし，条件①a「北川さん，小池さんのいずれかの意見」を

取り上げることができず，田中さんの意見を取り上げ，それに対して自分はどう考えるのか

について書いている。

（例②）

・ 言葉のひとつひとつに意味があるので、自分が思ったことをすぐ口にするのではな

く、それぞれの言葉の意味や使い方などを調べてから使っていきたいと思います。

（75字）

このように解答した児童は，条件②「これから言葉をどのように使っていきたいか」につ

いて書くことができている。しかし，条件①a「北川さん，小池さんのいずれかの意見」と，

条件①b「取り上げたことに対してどう考えるのか」について書くことはできていない。

○ 解答類型99の反応率は12.8％である。特徴的な例としては，以下のようなものがある。

（例）

・ 本来の意味とはちがう使い方をするのは、あまりよくないと思います。自分が伝え

たいことが相手に伝わらないときもあるし、相手がこんらんしてしまうと思います。

（76字）

このように解答した児童は，田中さんの意見のみを取り上げて書いている。
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本問題全体の学習指導に当たって

本問では，学級において，自分たちの言葉の使い方を見直すために立場を決めて話し合う場面

を設定している。計画的に話し合うためには，司会者，提案者，参加者それぞれの役割を捉え，

話合いの目的に応じた進行や互いの発言の意図を理解することの大切さに気付くことが重要であ

る。話合い活動の場を多く経験することに加えて，話合い活動を振り返る学習も重要である。

ここでは，本問の【話し合いの様子の一部】を用いて，話合いを振り返りながら質問について

や司会の進め方について，観点ごとに整理する学習活動の例を示す。

なお，設問三に関する，相手の意見を踏まえて自分の考えをまとめる際の指導事例については，

平成30年度【小学校】授業アイディア例で示す。

話合いを観点に沿って振り返り，参加者や司会者の役割を整理する

(対応設問：設問一・二)

○ 次に示す話合い活動では，児童が司会者，提案者，参加者，解説係の四つの役割に分かれ

て話合いを行う。解説係の役割は，話合いには参加せず，司会者，提案者，参加者の発言に

ついて気付いたことを全体に提示していくこととする。解説係の気付きを生かして話合いを

振り返り，出されたよい点や改善点，それぞれの役割のポイントを明らかにしていくことを

想定している。

なお，学習活動の例では，本問の【話し合いの様子の一部】で司会が「ありがとうござい

ました。それぞれの発表に対して質問はありませんか」と述べ，参加者からの質問を受ける

場面から話合いの続きを行うこととする。
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〈話合いの場の設定例〉

〈話合いの展開例〉

事前 児童は，あらかじめ「言葉のみだれ」について調べ，解説係以外の全員が「言葉が

みだれているか、みだれていないか」について立場を明確にしておく。

１ 話合い

司会者，提案者，参加者のやりとり 解説係がメモしたポイント

北川さん

解 説 係 Ａ

【言葉はみだれていない】

解説係Ｂ

司 会 者

参 加 者 Ａ 参加者Ｂ

小池さん 田中さん

【言葉はみだれている】 【言葉はみだれている】

提案者

本来の意味とは異なる

使われ方をする言葉がある

時代によって言葉

の使われ方は変わる

言葉を省略して

話す人が多い

はい，あります。例えば，「⾒ることができる」
という意味で使われる⾔葉は本来「⾒られる」です
が，「⾒れる」という⾔葉になっています。

⼩池さんへの質問に付け⾜しや，⽥中さんや北
川さんへの質問はありますか。

ここまで提案者のみなさんに考えを発表しても
らいました。⽥中さんは，本来の意味とは異なる
使われ⽅をしている⾔葉があるから⾔葉はみだれ
ているという考え，北川さんは，……

参加者

根きょとなる他の事例を聞く質問

はい。⼩池さんに質問です。時代によって使われ⽅
が変わった例は，「全然」以外にもありますか。

参 加 者 Ａ

小 池 さ ん

司 会 者

参 加 者 Ｂ

北 川 さ ん

司 会 者

解 説 係 Ａ

解 説 係 Ａ

解 説 係 Ｂ

解 説 係 Ｂ

司会者

他の人にも意見や質問を求める

↓

話し合いが活発になる

参加者

相手の考えとその理由の

つながりを明らかにする質問

司会者

意見の整理

↓

三人の立場がはっきりとする

はい。北川さんに質問です。⾔葉を省略して話す
⼈が多いということが，なぜ⾔葉のみだれにつなが
るのか，まだよく分からないのですが……。

省略すると相⼿や場に合っていない⾔葉になるだけでは
なく，省略するということは，⾔葉を⼤切にしていないこと
だと思うので，⾔葉のみだれにつながると考えました。
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２ 振り返り

３ 学習のまとめ

〈指導する際の留意点〉

● 話合いの様子を動画に撮り，その動画を示しながら「２ 振り返り」のような活動

を行うことも考えられる。

（参照）「４年間のまとめ【小学校編】」P.４～P.５

※出典等

・文化庁文化部国語課『平成24年度 国語に関する世論調査』（平成25年９月），文化庁文化

部国語課『平成26年度 国語に関する世論調査』（平成27年９月），文化庁文化部国語課『平

成27年度 国語に関する世論調査』（平成28年９月）などを参考にした。

ぼくは，参加者のみんながどのような質問をしているかに注⽬し
ました。参加者Ａさんは，根拠となる事例が他にもあるかを聞いて
いました。参加者Ｂさんは，考えと理由のつながりを聞いていまし
た。⼆⼈のように，他の根拠となる事例や考えと理由のつながりを
聞くと，提案者の考えを⼗分に理解して，⾃分の考えと⽐べること
ができるなと思いました。

私は，司会者の進め⽅に注⽬しました。「⼩池さんへの質問に付け
⾜しや，⽥中さんや北川さんへの質問はありますか」という発⾔は，
今までの話合いでは出なかったと思いますが，なぜこのような聞き⽅
をしたのですか。

さらに質問や意⾒を求めるような聞き⽅をすると，話合いが活発にな
るのではないかなと思ったからです。

解説係Ａ

司 会 者

話
し
合
い
を
振
り
返
っ
て
、
参
加
者
と

司
会
者
の
ポ
イ
ン
ト
を
ま
と
め
よ
う

○

参
加
者
の
ポ
イ
ン
ト

・
根
き
ょ
と
な
る
他
の
事
例
を
聞
く

「
他
に
…
」
、「
…
以
外
に
も
」

・
考
え
と
そ
の
理
由
の
つ
な
が
り
を

明
ら
か
に
す
る

「
○
○
だ
と
な
ぜ
△
△
な
の
で
す
か
」

○

司
会
者
の
ポ
イ
ン
ト

・
立
場
を
明
確
に
し
、
意
見
の
分
類

や
整
理
を
し
て
ま
と
め
る

「
Ａ
さ
ん
と
Ｂ
さ
ん
は
○
○

と
い
う
意
見
で
し
た
」

・
さ
ら
に
意
見
や
質
問
を
求
め
て

広
げ
る

「
質
問
や
意
見
の
つ
け
足
し
は

あ
り
ま
す
か
」

解説係Ｂ
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国語Ｂ２ 献立を推薦する文章を書く（「かみかみあえ」）
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出題の趣旨

目的や意図に応じ，文章全体の構成や表現を工夫して，推薦する文章を書くことができ

るかどうかをみる。

■学習指導要領に示されている言語活動例との関連

〔第５学年及び第６学年〕 Ｂ 書くこと

ウ 事物のよさを多くの人に伝えるための文章を書くこと。

設問一

趣旨

目的や意図に応じて，文章全体の構成の効果を考えることができるかどうかをみる。

■学習指導要領における領域・内容

〔第５学年及び第６学年〕 Ｂ 書くこと

イ 自分の考えを明確に表現するため，文章全体の構成の効果を考えること。

１．解答類型と反応率

問題番号 解 答 類 型
反応率

正答
（％）

２ 一 １ １ と解答しているもの 10.4

２ ２ と解答しているもの 57.8 ◎

３ ３ と解答しているもの 23.1

４ ４ と解答しているもの 6.9

99 上記以外の解答 0.1

０ 無解答 1.7

２．分析結果と課題

○ 解答類型１の反応率は10.4％，解答類型３の反応率は23.1％，解答類型４の反応率は6.9％

である。これらは，本問の【おすすめする文章】の構成において，最初の部分に

のように書いた理由として，その内容がどのような役割をしているか，またどのような効果

があるかを捉えることができなかったと考えられる。

設問二

趣旨

目的や意図に応じ，内容の中心を明確にして，詳しく書くことができるかどうかをみる。

■学習指導要領における領域・内容

〔第５学年及び第６学年〕 Ｂ 書くこと

ウ 事実と感想，意見などとを区別するとともに，目的や意図に応じて簡単に書いたり詳

しく書いたりすること。
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１．解答類型と反応率

問題番号 解 答 類 型
反応率

正答
（％）

２ 二 （正答の条件）

次の条件を満たして解答している。

① むし歯を防ぐ効果について，【紹介する文章】と【保健室の先生

の話から分かったこと】から以下の内容を取り上げて書いている。

a よくかむこと

b だ液がたくさん出て，口の中をきれいに保つこと

② 【おすすめする文章】にふさわしい言葉を用いて書いている。

③ 書き出しの言葉に続けて，50字以上，80字以内で書いている。

（正答例）

・ （「「かみかみあえ」は、」以下，この書き出しの言葉は省略する。）

するめが入っていて、よくかんで食べるこんだてです。よくかむた

め、だ液がたくさん出て、口の中をきれいに保つので、むし歯にな

りにくいのです。（78字）

・ よくかんで食べるこんだてなので、だ液がたくさん出て、口の中

をきれいに保つので、むし歯になりにくいのです。（62字）

１ 条件①a，bの両方と，条件②，③を満たしているもの 13.5 ◎

２ 条件①a，bの両方と，条件②は満たしているが，条件③は満たして 0.0

いないもの

３ 条件①a，bは満たしているが，条件②は満たしていないもの 0.9

＊条件③を満たしているかどうかは不問とする。

４ 条件①a，②は満たしているが，条件①bは満たしていないもの 31.7

＊条件③を満たしているかどうかは不問とする。

５ 条件①b，②は満たしているが，条件①aは満たしていないもの 7.9

＊条件③を満たしているかどうかは不問とする。

６ 条件①aは満たしているが，条件①b，②は満たしていないもの 5.9

＊条件③を満たしているかどうかは不問とする。

７ 条件①bは満たしているが，条件①a，②は満たしていないもの 1.5

＊条件③を満たしているかどうかは不問とする。

８ 条件②は満たしているが，条件①a，bは満たしていないもののうち， 17.2

むし歯を防ぐことについて書いているもの

＊条件③を満たしているかどうかは不問とする。

99 上記以外の解答 18.7

０ 無解答 2.6

２．分析結果と課題

○ 解答類型４の反応率は31.7％である。これは，条件①a「よくかむこと」を取り上げて書

くことと，条件②「【おすすめする文章】にふさわしい言葉」を用いて書くことはできてい

るが，条件①b「だ液がたくさん出て，口の中をきれいに保つこと」を取り上げて書くこと

ができていない。具体的な例としては，次のようなものがある。
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（例）

・ （「「かみかみあえ」は、」以下，この書き出しの言葉は省略する。）するめが入っ

ていて、よくかんで食べることがおすすめです。なぜよくかんで食べるのかという

と、よくかんで食べるとむし歯になりにくくなるからです。（80字）

・ よくかむことで口のまわりのきんにくを動かすことになり、のうの働きが活発にな

るというよさがあります。（59字）

このように解答した児童は，【紹介する文章】から「「かみかみあえ」は、するめが入っ

ていて、よくかんで食べるこんだて」であることを取り上げて書くことはできているが，そ

のことと関係付けて，【保健室の先生の話から分かったこと】から「だ液がたくさん出て、

口の中をきれいに保つ」ことについて取り上げて詳しく書くことができなかったと考えられる。

○ 解答類型８の反応率は17.2％である。これは，条件②「【おすすめする文章】にふさわし

い言葉」を用いて書くことはできているが，条件①a「よくかむこと」を取り上げて書くこ

とと，条件①b「だ液がたくさん出て，口の中をきれいに保つこと」を取り上げて書くこと

ができていない。具体的な例としては，以下のようなものがある。

（例）

・ きんにくを動かすことで、のうの働きが活発になります。また、まんぷく感が得ら

れ、消化がよくなりうす味にも慣れるので、むし歯になりにくいのです。（80字）

このように解答した児童は，むし歯を防ぐ効果に着目して書くことはできているが，【紹

介する文章】と【保健室の先生の話から分かったこと】から，適切な内容を取り上げて書く

ことができていない。

設問三

趣旨

推薦するためには，他のものと比較して書くことで，よさが伝わることを捉えることが

できるかどうかをみる。

■学習指導要領における領域・内容

〔第５学年及び第６学年〕 Ｂ 書くこと

ウ 事実と感想，意見などとを区別するとともに，目的や意図に応じて簡単に書いたり詳

しく書いたりすること。
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１．解答類型と反応率

問題番号 解 答 類 型
反応率

正答
（％）

２ 三 １ １ と解答しているもの 15.6

２ ２ と解答しているもの 5.7

３ ３ と解答しているもの 70.9 ◎

４ ４ と解答しているもの 4.2

99 上記以外の解答 0.1

０ 無解答 3.4

２．分析結果と課題

○ 解答類型１の反応率は15.6％である。これは，推薦理由として「ツナマヨサラダ」と比べ

ることで，「かみかみあえ」のよさを理解してもらうということを捉えることができなかっ

たと考えられる。

本問題全体の学習指導に当たって

本問では，給食の献立を取り上げ，各家庭でメニューの一つに加えてもらうために推薦する文

章（以下「推薦文」という。）を書く場面を設定している。推薦文では，目的に応じて推薦する

事物のよさを捉え，推薦理由を明確にして書くことが大切である。そのためには，構成を工夫し

たり，他のものと比較して適切な内容を取り上げ，詳しく書いたりすることなどが考えられる。

ここでは，本問を活用したこれらの指導の例について示す。

なお，推薦文を書く学習の指導事例については，平成30年度【小学校】授業アイディア例で示す。

推薦する文章の特徴を捉え，文章全体の構成の効果を考えて書く（対応設問：設問一）

○ 自分の考えが相手に伝わるように書くためには，文章の種類や特徴を踏まえた上で，文章

全体の構成とその効果を考えることが大切である。

推薦文では，推薦したい事物のよさを相手に伝えるために，推薦理由を明確にして書くな

どの特徴がある。これを踏まえ，相手に分かりやすく伝えたり，相手の理解を助けたりする

ための構成をその効果も考えて工夫することが重要である。

ここでは，本問で取り上げた【おすすめする文章】の構成例，及びそれを活用して指導す

る際の留意点を次に示す。
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【本問の構成例】

は

・ 「かみかみあえ」の名前のこと ・ 話題提示 ・ 伝えたいことを述べ

じ

・ 「かみかみあえ」をおすすめすること ・ 伝えたいこと 読者の理解を助ける

め

・ 栄養のバランス，いろどり，おいしさ ・ 概説 ・ 「かみかみあえ」の

のこと ことを知らない読者の

理解を促す

・ 「かみかみあえ」が人気のこんだてで ・ 理由① ・ 複数の推薦理由と事

あるから 例を挙げ，読者に納得

・ 学級で好きなこんだての上位に入って ・ 理由①を説明 してもらう

いること する事例

中

・ 「かみかみあえ」にむし歯を防ぐ効果 ・ 理由②

があるから

・ よくかんで食べると，むし歯になりに ・ 理由②を説明

くいこと する事例

終 ・ 「かみかみあえ」をおすすめすること ・ 伝えたいこと ・ 伝えたいことを強調

わ する

り

〈上記の構成例を活用して指導する際の留意点〉

推薦文を書くときには，推薦する目的や意図，推薦する相手，推薦理由などを明確にした

上で，文章全体の内容や構成を考えることが大切である。本問の推薦文では，次のように考

えられる。

推薦する事物 「給食のこんだてのかみかみあえ」

推薦する相手 「おうちの人」

推薦目的・意図「かみかみあえをおすすめし，おうちのメニューの一つに加えてほしい」

推薦理由 「人気があってむし歯を防ぐ効果もあるこんだてであるから」

また，推薦する相手の立場に立って構成を考えることも大切である。本問では，「はじめ」

で伝えたいことを述べて読者の理解を助けている。さらに，給食の献立についてあまり馴染

みのない「おうちの人」が読者であることを考え，「かみかみあえ」の名前のことなどにつ

いて書くことで理解を促すなど，構成を工夫している。他にも，「終わり」で伝えたいこと

をまとめて整理して強調し，読者に印象付けるなどの構成も工夫している。

推薦する理由を明確に伝えるために，適切な内容を取り上げて詳しく書く

（対応設問：設問二）

○ 推薦理由を明確に伝えるためには，事例を挙げて具体的に説明することが有効である。事

例を挙げて書く際には，自分の考えを具体化したり，相手の理解を促したりすることができ

るかどうかを判断すること，必要な資料を集め，得た情報を適切に関係付けて書くことなど

が大切である。また，詳しく書くことで，分かりやすくなることなどを指導することも考え

られる。

ここでは，上記の【本問の構成例】の「中」の「理由②」について，事例を挙げて詳しく

書くことの学習活動の例を次に示す。

-65-

本文_CS6.indd   65 2018/08/01   20:10



１ キーワードを見付ける

○ まず，〈図１〉のように【紹介する文章】，【保健室の先生の話から分かったこと】の

それぞれから，むし歯を防ぐ効果に関係するキーワードを見付け出し，丸や四角などで

囲む。

〈図１〉

２ キーワードを関係付ける

○ 次に，〈図２〉のように，キーワードを関係付けて整理し，文章を組み立てていく。

【紹介する文章】 【保健室の先生の話から分かったこと】

かみかみあえ よくかむ

よくかんで食べるこんだて だ液がたくさん出る

口の中をきれいに保つ

むし歯になりにくい

〈図２〉

分かりやすい文章を書くためには，相手に伝わるかどうかという観点で，再度検討したり，

友達と相互に吟味し合ったりするなどの活動を取り入れることが有効である。
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推薦する事物のよさを伝えるために，他のものと比較して書く（対応設問：設問三）

○ 推薦するためには，その事物についてよく認識し，確かな根拠に裏付けられていることや，

他のものと比較してのよさを捉えることができるようにする必要がある。自分の推薦する事

物と他の事物を比べることで，他の事物にはないよさを際立たせて伝えることができると考

えられる。

本問では，「かみかみあえ」と「ツナマヨサラダ」を比べて，「かみかみあえ」のよさを

推薦理由として書く場面を設定している。「ツナマヨサラダ」にはない「かみかみあえ」な

らではのよさを書くことで，読者をより強く引き付けているということを具体的に捉え，比

較して書くことの効果を実感することができるように指導することが大切である。

※出典等

・文部科学省 学校歯科保健参考資料『「生きる力」をはぐくむ学校での歯・口の健康づくり』

（2011年３月）などによる。
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国語Ｂ３ 伝記を読み，自分の考えをまとめる（湯川秀樹博士）
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出題の趣旨

伝記を読んで，心に残ったことについて自分の考えをまとめることができるかどうかを

みる。

■学習指導要領に示されている言語活動例との関連

〔第５学年及び第６学年〕 Ｃ 読むこと

ア 伝記を読み，自分の生き方について考えること。

設問一

趣旨

目的に応じて，複数の本や文章などを選んで読むことができるかどうかをみる。

■学習指導要領における領域・内容

〔第５学年及び第６学年〕 Ｃ 読むこと

イ 目的に応じて，本や文章を比べて読むなど効果的な読み方を工夫すること。

１．解答類型と反応率

問題番号 解 答 類 型
反応率

正答
（％）

３ 一 １ １ と解答しているもの 49.6 ◎

２ ２ と解答しているもの 14.8

３ ３ と解答しているもの 12.4

４ ４ と解答しているもの 19.9

99 上記以外の解答 0.1

０ 無解答 3.2

２．分析結果と課題

○ 解答類型２の反応率は14.8％である。この中には,「書道」という言葉に着目し，【ノート

の一部】のＡ，【自伝「旅人」の一部】の内容と選択肢２「湯川博士がどのような書き方を

身につけたのか」とを結び付けて捉えた児童もいたと考えられる。

○ 解答類型３の反応率は12.4％である。この中には，「研究」という言葉に着目し，【ノー

トの一部】に書かれている「ノーベル賞」や「物理学者」，「博士」などの言葉と選択肢３

「湯川博士がどのような研究に取り組んでいたのか」とを結び付けて捉えた児童もいたと考

えられる。

○ 解答類型４の反応率は19.9％である。これは，【ノートの一部】のＡについて，もっとく

わしく知りたいことがあったので，【自伝「旅人」の一部】をさらに読む，という目的を十

分に捉えることができなかったと考えられる。この中には，「兄弟」という言葉に着目し，【ノー

トの一部】のＡや【自伝「旅人」の一部】に書かれている「兄弟姉妹」，「男の兄弟たち」

などの言葉と選択肢４の「湯川博士の兄弟姉妹はどのような様子だったのか」とを結び付

けて捉えた児童もいたと考えられる。また，【ノートの一部】のＡと【自伝「旅人」の一

部】を比較して読み，【自伝「旅人」の一部】に書かれている，湯川博士自身がどのように

考えていたのかを捉えることができなかった児童もいたと考えられる。
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設問二

趣旨

目的に応じて，文章の内容を的確に押さえ，自分の考えを明確にしながら読むことがで

きるかどうかをみる。

■学習指導要領における領域・内容

〔第５学年及び第６学年〕 Ｃ 読むこと

ウ 目的に応じて，文章の内容を的確に押さえて要旨をとらえたり，事実と感想，意見な

どとの関係を押さえ，自分の考えを明確にしながら読んだりすること。

〔第５学年及び第６学年〕 Ｂ 書くこと

ウ 事実と感想，意見などとを区別するとともに，目的や意図に応じて簡単に書いたり詳

しく書いたりすること。

１．解答類型と反応率

問題番号 解 答 類 型
反応率

正答
（％）

３ 二 （正答の条件）

次の条件を満たして解答している。

① なぜ「自分の力で、やれるところまでやってみたい。」という一

文に心がひかれたのかを考えて書いている。

② 【伝記「湯川秀樹」の一部】から言葉や文を取り上げて書いている。

③ 書き出しの言葉に続けて，60字以上，100字以内で書いている。

（正答例）

・ （「また、」以下，この書き出しの言葉は省略する。）湯川博士は

大学を卒業した後も、昼夜を問わず研究のことを考え、ふとんに入っ

てからも次々にうかんでくるアイディアをわすれないために、まく

らもとにはノートを置くようにしていた。（88字）

・ ふとんに入ってからも研究のことを考え、次々にうかんでくるア

イディアをわすれないために、まくらもとにはノートを置き、アイ

ディアを思いつくごとにノートに書きこんでいた。（85字）

１ 条件①，②，③を満たしているもの 52.5 ◎

２ 条件①，②は満たしているが，条件③は満たしていないもの 1.4

３ 条件①は満たしているが，条件②は満たしていないもののうち， 7.4

【ノートの一部】の「心に残った行動や成しとげたこと」や【自伝「旅

人」の一部】から言葉や文を取り上げて書いているもの

＊条件③を満たしているかどうかは不問とする。

４ 条件①は満たしているが，条件②は満たしていないもののうち， 0.1

【ノートの一部】の「心に残った行動や成しとげたこと」以外の言葉

や文を【ノートの一部】から取り上げて書いているもの

＊条件③を満たしているかどうかは不問とする。

５ 条件②は満たしているが，条件①は満たしていないもの 5.5

＊条件③を満たしているかどうかは不問とする。

99 上記以外の解答 21.4

０ 無解答 11.8
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２．分析結果と課題

○ 解答類型１の反応率は52.5％である。具体的な例としては，以下のようなものがある。

（例①）

・ （「また、」以下，この書き出しの言葉は省略する。）昼夜を問わず、ふとんの中

でも研究のことを考え、アイディアを思いつくたびにわすれないように用意したノー

トに書きこみ、ねばり強く考え続け、だれも知らない真実をさぐろうとしていた。（90字）

・ 湯川博士は、ふとんに入ってからも、次々にうかんでくるアイディアをわすれない

ようにまくらもとにノートを置いていた。アイディアを思いつくごとに電灯をつけて

書きこむようにしていた。（90字）

このように解答した児童は，なぜ「自分の力で、やれるところまでやってみたい。」とい

う一文に心がひかれたのかについて，【ノートの一部】のＣ最も心がひかれた一文とその理

由の第二段落の「湯川博士はおさないころから、積み木に熱中したり、書道にしんぼう強く

取り組んだりと、一度始めたことを最後までやりとげようとしていた」という記述に着目し，

【伝記「湯川秀樹」の一部】の中から，湯川博士の具体的な行動を取り上げて書いている。

（例②）

・ 大学を卒業した後も、引き続き大学に残って研究を続けたが、成果を出せない苦し

い日々が続いていた。しかし、昼夜を問わず研究のことを考え、だれも知らない真実

をさぐろうとしていた。（89字）

・ 湯川博士は大学を卒業した後も大学に残って研究を続けたが、なかなか成果を出す

ことができなかった。けれども、湯川博士はねばり強く考え続けて、だれも知らない

真実をさぐろうとしていたのである。（95字）

このように解答した児童は，なぜ「自分の力で、やれるところまでやってみたい。」とい

う一文に心がひかれたのかについて，【伝記「湯川秀樹」の一部】の第一段落に書かれてい

る言葉や文を中心に取り上げて書いている。

○ 解答類型３の反応率は7.4％である。具体的な例としては，以下のようなものがある。

（例）

・ 湯川博士は、むずかしい問題に出会うと、ファイトがわき夢中になって問題を解い

た。夕食を知らせる母の声も耳に入らず解いていた。（64字）

このように解答した児童は，なぜ「自分の力で、やれるところまでやってみたい。」とい

う一文に心がひかれたのかについて書くことができている。しかし，【伝記「湯川秀樹」の

一部】から言葉や文を取り上げて書くことはできていない。【ノートの一部】の「心に残っ

た行動や成しとげたこと」や【自伝「旅人」の一部】から言葉や文を取り上げて書いている。
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○ 解答類型99の反応率は21.4％である。これは，なぜ「自分の力で、やれるところまでやっ

てみたい。」という一文に心がひかれたのかについて書くこと，また，【伝記「湯川秀樹」

の一部】から言葉や文を取り上げて書くことができていない。特徴的な例としては，以下

のようなものがある。

（例）

・ わたしはピアノを習っているが、練習してもなかなか上手くできないときにとちゅ

うであきらめてしまうことがある。だから、わたしも湯川博士みたいに最後まであき

らめない、ねばり強い人になりたい。（95字）

このように解答した児童は，具体的な叙述を取り上げずに，「自分の力で、やれるところ

までやってみたい。」という一文や，湯川博士の行動や考えに対する自分の考えを書いている。
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本問題全体の学習指導に当たって

本問では，湯川博士について書かれた本を読んで最も心がひかれた一文を選び，その理由を書

く場面を設定している。伝記を読んで，自分の考えをまとめるためには，描かれた人物の生き方

について，自分が感銘を受けたり，心がひかれたりした行動や業績に関する叙述に着目しながら

読むことが大切である。その際，複数の伝記を比べて読んだり，自分の経験や考えなどと比べて

心がひかれた理由を明確にしたりする学習が考えられる。ここでは，これらの指導の例について示

す。

なお，伝記を読む学習の指導事例については，平成30年度【小学校】授業アイディア例で示す。

目的に応じて，複数の本や文章などを選んで効果的に読む（対応設問：設問一）

○ 高学年になると，本を中心とした資料から，新聞や雑誌，インターネットなど，情報収集

の範囲やその活用方法が広がっていく。そのため，目的に応じて適切な本や資料を選んだり，

効果的な読み方をしたりすることが重要である。

伝記には，書き手が第三者であるもの，身近な人であるもの，本人であるものなど，様々

なものがあり，書き手によって，人物の取り上げ方が異なっていたり，同じ出来事について

もその捉え方や描写が異なっていたりする。これらの特徴を踏まえ，本問のように，目的に

応じた適切な伝記を選んで読んだり，複数の伝記を比べて読んだりすることが大切である。

また，それによって人物の生き方や考え方をより深く知ることができるということについて

指導することも大切である。

伝記では，その人物の功績が本の題名とともに副題として書かれているものや，年表や逸

話が見出しとなっているものもある。実際の本を見せながら，どこにどのような情報が，ど

のような書かれ方で載っているのかを示したり，見出しに着目するなど効果的な読み方をし

ている児童の読み方を具体的に紹介したりすることも大切である。

「複数の本を手に取る指導に当たって」

伝記は物語や詩のような行動や会話，心情などを基軸に物語る文学的な描写と，事実の

記述や説明の表現が用いられる。また，書き手によって同じ人物，同じ事実でも捉え方が

異なるなど，様々なものがある。

複数の本や文章を読む中で，児童から生まれるそのような気付きを広げ，その面白さを

共有することが「もう一冊読んでみようかな」，「全部読むのは難しいけれど，気になっ

た部分だけでも他の本ではどのように書かれているの

か見てみようかな」といった主体的に本を読もうとす

る姿につながると考えられる。複数の資料を手にす

る児童を育成するには，低学年のころから意図的に

複数の文章を読む状況をつくり，「二冊目を読んだ

ら分かった」,「知りたいことについてもっと詳し

く知ることができた」などの経験を積み重ねてい

くことが大切である。
複数の資料を比べて読む低学年の児童
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目的に応じて，文章の内容を的確に押さえ，自分の考えを明確にしながら読む

（対応設問：設問二）

○ 目的に応じて文章の内容を的確に押さえるためには，何のために，何を知りたいのか，ど

のような情報が必要なのか，という目的を明確にした上で，全体の構成を把握しながら読む

ことが大切である。また，自分の考えを明確にするためには，必要な叙述を選び，他の部分

に書かれている叙述と比べたり，自分の知識や経験，考えなどと関係付けたりしながら自分

の考えをまとめていくことが大切である。

伝記を読む際にも，目的を明確にした上で，全体の構成を把握し，描かれた人物の行動や

生き方と，自分の経験や考えなどとの共通点や相違点を見付け，共感するところや取り入れ

たいところなどを中心に考えをまとめることができるようにする。

具体的には，本問のように，なぜその一文に最も心がひかれたのか，人物の具体的な行動

や言葉など，根拠となる叙述を取り上げて，その理由を説明できるようにすることが大切で

ある。また，気になるところを読み返し，他の部分に書かれている叙述とも関係付け，取り

上げた人物の生き方についての理解を深めるとともに，自分の考えも深めながらまとめるこ

とができるようにすることも考えられる。

「様々な伝記」

伝記には,大人を対象としたような文章で描かれているものの他に，児童を対象として

いるものなど様々なものがある。例えば，描かれている人物の功績などをクイズ形式にま

とめたもの，いくつかの場面を漫画で描いたものなどがある。

また，伝記に描かれている人物の活躍した分野は多岐にわたっており，科学者や発明家

などをはじめとして，昨今では映画俳優やファッションデザイナー，企業家，スポーツ選手

などが取り上げられている。

このように，伝記は，描かれ方にも取り上げられている人物の分野にも様々なものがあ

り，児童一人一人の興味・関心に幅広く応えることができる。

※出典等

・【ノートの一部】と【伝記「湯川秀樹」の一部】は，湯川秀樹『旅人 ある物理学者の回想』

（1960年１月 株式会社角川学芸出版），二反長半『伝記文庫・Ｄ-19 湯川秀樹』（1994年

３月 株式会社ポプラ社），プロジェクト新・偉人伝 著作・編集『この人を見よ！ 歴史を

つくった人びと伝27 湯川秀樹』（2010年２月 株式会社ポプラ社）などを参考にした。

・【自伝「旅人」の一部】は，湯川秀樹『旅人 ある物理学者の回想』（1960年１月 株式会社

角川学芸出版）による。
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